
44

111 次の表を見て，あとの問いに答えなさい。

時代 主なできごと

旧石器時代
日本が（　1　）と陸続きだったころ，マンモスや（　2　）象などの大型動物を追
いかけて日本に来た人々がほら穴などに住み，③打製石器を使って狩りや採集を
していた。

①縄文時代
この時代の人々は台地に定住し，（　3　）とよばれる住居に住んでいた。（　4　）
石器や動物の骨などからつくられた（　5　）で狩りや漁を行って，④食べ物を公
平に分けあたえていたとされている。

②弥生時代
この時代に（　6　）が日本に伝わり，安定した食料の生産ができるようになった。
金属器も伝わり，（　7　）は祭器に，（　8　）は武器や農具に使われた。

□⑴　（　1　）～（　8　）にあてはまることばを答えなさい。
□⑵　時代名の由来について，次の文中の（　　　）にあてはまることばを答えなさい。

　日本の歴史の時代名は，さまざまなものからとられています。下線部①・②の時代名は，人々
が使っていた（　Ａ　）から名づけられました。のちの平安時代や鎌倉時代は（　Ｂ　）の中心と
なった地名から名づけられました。また，天皇がかわるごとに（　Ｃ　）が定められるようになる
と，明治時代や大正時代のように（　Ｃ　）が時代名になりました。

□⑶　下線部③について，相
あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

が打製石器を発見した群馬県の遺跡を何といいますか。

　⑷　下線部④について，次の問いに答えなさい。
　□①　縄文時代の人々が食べ物を公平に分けあたえたとされる理由を，かんたんに説明しなさい。
□②　縄文時代の人々が貝がらなどを捨てた場所が遺跡になったものを何といいますか。
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2222 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

Ａ　1946年，①岩宿という場所で関東ローム層の中から打製石器が発見されたことにより，日
本にも旧石器時代が存在していたことが明らかになりました。この時代，日本には大陸から
わたってきたナウマン象やおおつのじかといった大型の動物がおり，その化石が②長野県な

どで発見されています。
Ｂ　弥生時代になると，③稲作が始まり，人々は④田をつくるために低地に定住するようにな
りました。かりとった稲は⑤高床倉庫に保存されましたが，こうしたたくわえを持つ者と持
たない者との差が生じて，大きなムラが小さなムラをしたがえるようになり，やがてクニが
できていったと考えられています。

□⑴　下線部①について，岩宿がある県名を答えなさい。

□⑵　下線部②について，ナウマン象やおおつのじかの化石が発見された長野県の遺跡の名前を答え
なさい。

□⑶　下線部③について，弥生時代の稲作の特ちょうとしてまちがっているもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

を，次のア～エから
１つ選びなさい。

　　ア　木製の田げたをはいて，水田での作業をおこなった。
　　イ　収かくのときは、石包丁とよばれる打製石器が使われていた。
　　ウ　稲作は，九州地方から東北地方まで広まっていた。
　　エ　稲作によって，安定した食料の生産ができるようになった。

□⑷　下線部④について，大きな水田のあとが発見された登
と

呂
ろ

遺跡がある県名を答えなさい。

□⑸　次の写真は下線部⑤の高床倉庫です。写真のように倉庫のゆかが高くなっているのはなぜです
か。かんたんに説明しなさい。
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444 次のＡ～Ｃは，紀元前1世紀～3世紀のころの日本のようすについて書かれた中国の歴史書の一
部です。これを読んで，あとの問いに答えなさい。

Ａ　（　　　）人は帯
たい

方
ほう

の東南大海の中にあり。もと百あまりの国は三十か国になり，中国に使
いを送っている。（中略）（　　　）国乱れ，女子を王とした。名を卑

ひ

弥
み

呼
こ

という。
Ｂ　建

けん

武
む

中
ちゅう

元
げん

2年，（　　　）の奴
な

国
こく

が来た。（中略）光
こう

武
ぶ

が金印をあたえた。
Ｃ　楽

らく

浪
ろう

海中に（　　　）人あり。分かれて百余国をなす。

□⑴　Ａ～Ｃの各文の（　　　）には共通のことばが入り，それは当時の中国から見た日本のよび名で
す。そのことばを漢字

4 4

1
4

字
4

で答えなさい。

□⑵　Ａの文中の「卑弥呼」が王になる前の日本の状況について，「クニ」ということばを使って，
かんたんに説明しなさい。

□⑶　「卑弥呼」が治めていた国の名前を答えなさい。

□⑷　Ｂの文中の「奴国」の王が中国の皇帝から授
さず

かった「金印」は福岡県で発見されています。福
岡県のどこで発見されましたか。その地名を答えなさい。

□⑸　Ｃの文中の「楽浪」は，楽浪郡という中国の郡のことです。この楽浪郡があった場所を，次の
ア～エから１つ選びなさい。

　　ア　中国北部　　イ　中国南部　　ウ　朝鮮半島北部　　エ　朝鮮半島南部

□⑹　Ａ～Ｃが書かれている中国の歴史書の名前を，それぞれ答えなさい。

□⑺　Ａ～Ｃの書かれた年代の古い方から順番に，記号を用いてならべかえなさい。

□⑻　Ｂの文中の「建武中元」は，当時の中国で使われていた元号であり，「建武中元2年」は西暦
57年にあたります。「建武中元2年」は何世紀ですか。解答らんにあてはまるように答えなさい。
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